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ー

古
都
探
訪
ー

『
嵯

峨

行

程

』
余

滴

(承
前
)

i

嵯
峨
野
あ
た
り
ー

成

田

俊

治

延
宝
八

(
一
六
八
〇
)
年
九
月
十
二
日
に
白
雲
村

の
居
宅
を

出
た
黒
川
道
祐
は
、
正
親
町
通
を
西
に
北
野
天
満
宮

・
平
野
社

大
将
軍

・
妙
心
寺

・
仁
和
寺
を
は
じ
あ
主
な
社
寺

・
名
所
旧
蹟

陵
墓
、
そ
の
他
、
伝
説
な
ど
を
紹
介
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
北

嵯
峨
の

一
部
を
ま
わ
り
、
翌
日
は

「
十
三
日
ノ
朝

斎
了
テ
各

々
誘
ヒ
先

ツ
ニ
尊
院

二
到

ル
…
…
」
と
て
二
尊
院
か
ら
は
じ
あ

天
竜
寺

・
臨
川
寺

・
法
輪
寺

・
証
菩
提
院
な
ど
を
た
ず
ね
た
。

そ
し
て
、
こ
の
日
の
夕
べ

「
暫
ク
河
辺

二
徘
徊

ス

無
レ程
月
出
二東
山
一殊

二
清

明

ナ

リ

各
歩
レ月
又
帰
二
了
壽
坊
一

折
節
今
夜
俗
称
三
豆
名
月
一

院
主
煮
二莢
豆
一而
賞
レ
之

今
夜
十
三
夜

ノ

月
中
華
不
レ
聞
レ

玩
レ
之

本
朝
賞

シ
来
ル
事
久
シ

前

二
有
二菅
神
之
製
作
一

後

二
有
二法
性
寺
忠
通
公
之
律
詩
一

特
小
倉
山
之
名
月
又
逢

事
難
レ期

深
夜
不
レ
寝
眺
レ
之
L

と
十
三
夜

の
月
に
明
か
し
た
と
い
う
。

十
四
日
は
下
嵯
峨

・
上

桂

・
梅
津

・
西
院
と
ま
わ
り
、
大
宮
通
よ
り

「
堀
川
ヲ
東

へ
西

洞
院
裏
辻

ノ
町

ヨ
リ
東

へ

鳥
丸
通
ヲ
北

へ

乗
レ月
帰
二白
雲

村
一」

っ
て
い
る
。

古
典
に
通
じ
地
理
に
く
わ
し
く
、
古

記
録

・
古
文
書
を
重
視

し
た
彼
は
、
社
寺

・
名
所
旧
蹟
を
資
料
を
以
て
紹
介
し
、
口
碑

伝
説

・
俗
諺
な
ど
も
あ
わ
せ
記
し
て
い
る
が
、

「
凡
ソ
俗
伝

二

牽
強
附
会

ノ
説
多
シ

不
レ
達
二枚
挙

一」
と
い
い

「
星
移
物
換
、

陵
谷
変
遷
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ス

人
間
ノ
宅

地
モ
或

ハ
為
レ貴
為
レ賤

不
レ
堪
二嘆
息
一......」

と
自
然

・
事
物

の
幾
星
霜
を
へ
て
の
変

遷
と
と
も
に
、
人
の
盛
衰

・
居
宅
の
興
廃
に
感
慨
を
し
め
し
て

い
る
。
さ
て
、
道
祐
の

『嵯
峨
行
程
』
を
手

引
き
に
宇
多
野

・
鳴
滝

あ
た
り
を
散
策
し
た

(前
号
)
私
は
、

さ
ら
に
嵯
峨
野
に
足
を

の
ば
し
た
。

仁
和
寺

の
門
前
を
西

へ
、
宇
多
野
の
五
叉
路
を
こ
え
る
と
鳴

滝
か
ら
山
越

へ
と
続
く
。
鳴
滝
を
す
ぎ

起
伏
の
あ
る
路
を
の
ぼ

り

つ
め
、
ゆ
る
や
か
に
下

っ
て
い
く
と
右
手
に
窪
地
が
あ
る
。

こ
こ
は
数
年
前
ま
で
樹
木
に
か
こ
ま
れ
た
池
が
あ

っ
た
。
こ
の

池
は

「
帯
取
池
」
と
よ
ば
れ
、
昔
か
ら
主
が
お
り
底
ふ
か
く
、

池
の
主
が
帯
に
化
け
て
人
を
取
る
と
の
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
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『名
所
都
鳥
』
に
よ
れ
ば

「
鳴
滝
の
西
、
千
代
旧
道
の
東

北
に
有

中
古
此
池
に
大
き
な
る
亀
あ
り
、
入
を
た
ぶ
ら
か
し

て
帯
を
池

の
面
に
う
か
ぶ

見
る
も
の
こ
れ
を
取
ら
ん
と
す
る

時

手
を
も

つ
て
引
こ
み
う
ま
く
た
べ
け
る
。
し
か
も
そ
の
帯

と
見
え
し
は
う
き
く
さ
也
」
と
あ
り
、
往
き
か
う
人
を
恐
れ
さ

せ
た
と
い
う
。
今
で
は
埋
め
立
て
ら
れ
ま
わ
り
の
樹
木
も
伐
採

さ
れ
、
昔
を
と
ど
め
る
何
も
の
も
な
い
。

さ
ら
に
路
を
西
に
と

っ
て
歩
く
と
山
越
え
に
い
た
り
、
昔
の

千
代
の
古
道
、
右
に
旧
御
室
御
所
茶
所
と
い
う
石
柱
の
た

つ
印

空
寺
、
左
に
桜
の
植
木
畑
を
み
な
が
ら
広
沢
池
に
出
る
。
こ
の

あ
た
り
か
ら
大
覚
寺

・
清
凉
寺

・
二
尊
院
に
わ
た
る
小
倉
山
ま

で
の

一
帯
を
嵯
峨
野
と
よ
ば
れ
、
古
く
よ
り
風
雅
の
地
と
し
て

嵯
峨
天
皇
を
は
じ
め
貴
紳
の
間
で
愛
さ
れ
、
皇
族

・
貴
族
が
多

く
の
山
荘
や
別
業
を
営
み
、
ま
た
文
人
墨
客
も
遊
ん
だ
。
そ
し

て
江
戸
時
代
に
は
、
嵯
峨
野
の
春
草
、
亀
峰

(天
竜
寺
背
景
の

亀
山
)
の
緑
樹
、
広
沢
の
秋
月
、
小
倉
の
紅
楓
、
野
宮
の
松
風
、

宕
嶺
の
積
雪
、
洪
川

(桂
川
)
の
水
鳥
、
清
凉
の
晩
鐘
を

「
洛

西
嵯
峨
八
景
」
と
し

(
『
京
羽
二
重
」
)
、
ま
た

「
嵯
峨
十
景
」

(『
都
名
所
図
会
』
)
も
え
ら
ば
れ
、
景
勝
の
地
と
し
て
親
し
ま

れ
た
。
広
沢
池
は
周
囲
約

一
キ
ロ
に
及
ぶ
大
き
な
池
で
、
古
来
か
ら

嵯
峨
三
沢
池

の

一
つ
で
あ

っ
た
。
伝
説
に
よ
る
と
、
仁
和
寺
の

宇
多
法
皇

の
孫
に
あ
た
る
寛
朝
僧
正
が
永
柞
元

(九
八
九
)
年

朝
原
山
の
麓
に
遍
照
寺
を
建
立
し
た
が
、
そ
の
建
立
に
際
し
て

開
削
さ
れ
た
の
が
こ
の
池
で
あ
り
、
遍
照
寺
池
と
も
い
わ
れ
る
。

ま
た

一
説
に
は
八
世
紀
頃
秦
氏
が
低
湿
地
帯
で
あ

っ
た
こ
の
地

を
開
拓
し
た
と
き
造
ら
れ
た
と
も
い
わ

れ
る
。
平
安
期
に
は
池

の
ほ
と
り
に
月
見
堂

・
釣
殿

・
潜
龍
亭

な
ど
が
あ
り
、
観
月
の

名
所
と
し
て
多
く
の
貴
族
が
訪
れ
も
て
は
や
さ
れ
た
。
寛
朝
に

よ

っ
て
建
て
ら
れ
た
遍
照
寺
は
、
真
言
広
沢
流
の
中
心
寺
と
し

て
栄
え
、
大
き
な
伽
藍
を
誇

っ
て
い
た
と
い
う
が
、
鎌
倉
時
代

に
入

っ
て
衰
微
す
る
に
い
た
り
、
応
仁

の
乱
に
つ
い
に
荒
廃
し

た
と
い
う
。
道
祐
に
よ
れ
ば
、
池
の
北
に
古

の
遍
照
寺
の
跡
と

い
う
礎
盤

・
古
井
が
残
り
、
寛
朝
登
天

の
松
も
こ
の
辺
り
に
あ

遍 照 寺

一35一
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る
と
い
う
。
い
ま
広
沢
池
の
南
二
百
米
ほ
ど
行

っ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
遍
照
寺
は
、
寛
永
十

(
一
六
三
三
)
年
に
再
興
さ
れ
た
も

の
で
、
往
時
の
寺
観
を
し
の
ぶ
べ
く
も
な
い
。
し
か
し
本
尊
不

動
明
王
と
十

一
面
観
音
像
は
創
建
時
の
古
仏
と
さ
れ
、
重
文
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

池
の
西
南
に
小
さ
な
桐
が
あ
る
。
児
の
社
と
い
う
。
伝
説
に

よ
れ
ば
長
徳
四

(九
九
八
)
年
に
亡
く
な
っ
た
寛
朝
は
、
池
の

北
方
の
山
に
あ
る
松
の
梢
か
ら
登
天
し
た
が
、
彼
の
侍
童
の

一

人
が
寛
朝
の
死
を
嘆
き
悲
し
み
、
遍
照
寺
釣
殿
か
ら
池

へ
身
を

投
げ
て
死
ん
だ
。
死
後
侍
童
は
里
人
の
夢
に
あ
ら
わ
れ
、
我
は

文
殊
の
化
身
で
あ
る
、
わ
れ
を
ま
つ
れ
と
告
げ
て
消
え
た
。
そ

こ
で
里
人
は
桐
を
つ
く
り
毎
年
九
月
十
三
日
に
こ
れ
を
祀

っ
た

と
い
う
。

児
の
社
の
裏
を
右
に
折
れ
田
園
の
中
を
大
沢
池
に
向
う
。
北

に
朝
原
山
の
低

い
山
な
み
を
み
、
そ
の
麓
の
竹
藪
の
間
に
萱
葺

き
の
民
家
が
み
え
か
く
れ
す
る
風
情
は
、
嵯
峨
野
の
さ
び
た
美

し
さ
を
表
象
し
て
い
る
。

嵯
峨
院
の
苑
池

で
あ

っ
た
大
沢
池
は
、
我
国
最
古
の
庭
園
の

一
と
い
わ
れ
、
か
つ
て
は
天
皇

・
貴
族
が
龍
頭
鷁
首
の
舟
を
浮

か
べ
て
御
遊
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
周
囲
の
堤
上
に
は
桜

・

も
み
じ
が
多
く
花
の
名
所
と
し
て
、
ま
た
秋
の
観
月
に
杖
を
引

く
人
も
多
い
。
池

の
北
畔
に
二
十
体
近
い
石
仏
が
な
ら
ん
で
い

る
。
そ
の
う
ち
大
き
い
七
体
の
石
仏
は
鎌
倉
中
期
の
造
立
と
い

沢 池 石 仏 群

 

わ
れ
、
磨
滅
風
化
は
進
ん
で
い
る
が
、

そ
の
厚
肉
彫
の
重
量
感

あ
る
風
貌
は
、
嵯
峨
野
の
風
土
に
ふ
さ
わ
し
く
、
七
百
年
余
の

盛
衰
を
語
り
か
け
て
い
る
。

大
沢
池
か
ら
大
覚
寺
の
前
を
北
に
向
う
と
浄
土
宗
捨
世
派
の

祖
称
念
上
人
を
開
山
と
す
る
称
念
寺
が
あ
る
。
称
念
上
人
は
永

正
十

(
一
五

=
二
)
年
武
蔵
国
に
生
れ
、
増
上
寺
、
下
総
飯
沼

弘
経
寺
で
浄
土
宗
学
を
研
讃
し
た
が
、
彼
は
出
世
栄
達
を
好
ま

ず
、
戒
儀
を
守
り
閑
静
な
地
に
道
場
を
も
う
け
念
仏
修
行
に
専

念
し
、
も

っ
て
宗
祖
法
然
上
人
の
恩
に
報
い
ん
と
し
た
の
で
あ

る
。
生
涯
を
通
じ
て
寺
を
創
建
す
る
こ
と
四
十
七
寺
に
及
ん
だ
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と
い
わ
れ
る
。
こ
の
称
念
寺
も
そ
の

一
で
あ
り
、
特
に
山
城
国

の
称
念
上
人
開
基
地
七
ケ
寺
の
随

一
と
さ
れ
て
い
た
。
当
寺
創

建
に

つ
い
て
、
元
禄
九

(
一
六
九
六
)
年
に
時
の
住
持
仰
誉
が

本
寺
で
あ
る

一
心
院
に
報
告
し
た

『
開
山

・
由
緒

・
来
歴
書
』

に
よ
れ
ば
、

「
一
、
寺
起
立
之
事

大
覚
寺
御
門
跡
称
念
寺
殿
准
三
宮

義
俊
公
退
去
之
地
也

然
称
念
上
人
城
北
鞍
馬
山
之
麓
野
中
村
専
称
庵
閑
居
之
時

義
俊
公
数
有
入
請

終
被
成
招
請

天
文
十
九
年
膨
戌
歳
改

建
殿
宇

永
為
浄
土
宗
門

御
譲
与
被
成
候

今
年
迄
百
四

拾
七
年

其
後
於
東
山

一
心
院
還
化

一
、
当
院
者
称
念
上
人
之
開
基
地

七
ケ
寺
之
随

=
而
候
」

と
あ
り
、
大
覚
寺

三
十
四
代
門
跡
義
俊
准
后
が
称
念
上
人
に
帰

依
し
、
天
文
十
九

(
一
五
五
〇
)
年
に
寺
を
寄
進
さ
れ
た
こ
と

を
濫
觴
と
し
て
い
る
。
そ
し
て

『山
城
名
勝
志
」
に
は

「
称
念
寺

在
二大
覚
寺
乾
山
腹
一

以
二称
念
上
人
一為
二開

祖
一
古
文
書
云
称
念
寺
准

二
宮
義
俊
建
立
之
勝
区
也

寺
記

云
縁
誉
上
人
諱
吟
翁
後
改
二称
念
一天
文
二
十
三
年
七
月
十
九

日
寂
」

と
あ
り
、
も
と
大
覚
寺
の
北
西
の
山
腹
に
あ

っ
た
と
い
う
。
昭

和
十
年
ま
で
は

『山
城
名
勝
志
』
に
し
め
す
あ
た
り
に
あ

っ
た

が
、
こ
の
年
現
在
地
に
移
転
し
て
い
る
。
寺
に
は
開
山
称
念
上

人
の
木
像
、
義
俊
公
の
尊
牌
を
安
置
し
て
い
る
。

称 念 寺

 

こ
の
寺
が
称
念
上
人
の
教
化
、
義
俊

公
と
の
関
係
に
お
い
て

成
立
し
た
こ
と
は
み
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
も
と
大
覚

寺
の
寺
侍
の
家
で
嵯
峨
第

一
の
旧
家
と

い
わ
れ
る
野
路
井
家
を

は
じ
め
、
下
級
武
士
な
ど
の
家
柄
の
家

々
を
檀
家
と
し
、
も
と

大
覚
寺
の
墓
所
で
あ

っ
た
北
嵯
峨
の
墓
地
を
も

つ
に
至

っ
た
こ

と
は
、
地
下
の
寺
と
し
て
機
能
を
は
た
す
よ
う
に
な

っ
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
三
昧
堂
的
な
要
素
も
見
逃
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
夏
の
暑
い

一
日
、
住
職

の
寺
運
の
盛
衰
を
聞
き
、

苔
む
す
墓
石
を
み
な
が
ら
感
じ
た
こ
と

で
あ

っ
た
。

称
念
寺
を
あ
と
に
愛
宕
街
道
に
出
、
清
凉
寺

の
三
国
伝
来
の

一37一
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釈
迦
如
来
像
を
拝
む
。
釈
迦
像
を
将
来
し
た
窩
然
の
墓
は
、
多

く
の
観
光
案
内
書
や
昭
和
六
十
年
六
月
発
行
の
書
物
に
も

「
寺

の
東
、
清
滝
道
を

へ
だ
て
た
民
家
の
裏
側
に
生
垣
を
め
ぐ
ら
し

た

一
画
内
に
あ
る
」
と
親
切
に
教
え
て
い
る
が
、
す
で
に
清
凉

寺
境
内
に
移
さ
れ
て
お
り
、
嵯
峨
天
皇

・
檀
林
皇
后
の
宝
篋
印

塔
と
層
塔
の
横
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
墓
石
は
八
角
型
の
石
幢

で
、
全
体
に
磨
滅
し
て
い
る
が
幢
身
上
部
に
刻
ん
だ
仏
像
が
わ

ず
か
に
み
え
る
。

巨月 山 裔yaミ の 髪ξ

 

清
凉
寺
の
西
門
を
出
て
化
野
念
仏
寺
に
向
う
。
小
倉
山
麓
の

小
径
を
た
ど
れ
ば
土
産
物
の
店
や
茶
店
が
増
え
、
若
い
人
の
喚

声
な
ど
も
聞
え
て
は
く
る
が
、
京
の
田
舎
ら
し
い
た
た
ず
ま
い

の
家
の
あ
い
だ
に
竹
籔
が
み
え
、
小
倉
山
の
山
裾
に
は
蝉
し
ぐ

れ
が
聞
え
、
ま
だ
ま
だ
幽
寂

の
趣
き
を
の
こ
し
て
い
る
。
二
尊

院
、
檀
林
皇
后
ゆ
か
り
の
檀
林
寺
、
嵯
峨
の
往
生
院
の
旧
地
に

そ
の
あ
と
を
伝
え
る
と
い
う
祇
王
寺
そ
し
て
竜
口
寺
な
ど

『
平

家
物
語
」

の
舞
台
と
な

っ
た
旧
跡
が
点
在
し
、
そ
の
世
界
に
思

い
を
め
ぐ
ら
せ
ば
刻
の
た
つ
の
も
忘
れ

る
。

こ
の
小
倉
山
山
麓
の
西
北
の
地
は
化
野

(阿
太
志
野
)
と
よ

ば
れ
、
往
古
よ
り
里
人
の
死
骸
を
葬
る
と
こ
ろ
で
、
東
の
鳥
辺

野
、
北
の
蓮
台
野
と
と
も
に
葬
送
地
の

一
つ
で
あ

っ
た
。
兼
好

法
師
が

『徒
然
草
」
に

「
あ
だ
し
野
の
露
消
え
る
と
き
な
く
」

と
語

っ
て
い
る
如
く
、
す
で
に
鎌
倉
時
代
よ
り
知
ら
れ
て
お
り
、

鎌
倉
末
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
化
野

一
帯

の
墳
墓
の
近
く
や

路
傍
に
、
供
養
の
た
め
に
石
仏
や
塔
婆
が
、
五
輪
塔
、
宝
篋
印

塔
、
多
宝
塔
が
造
立
さ
れ
、
ま
た
時
代
が
降
る
に
し
た
が
い
お

び
た
だ
し

い
数
の

一
石
五
輪
が
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
造
立

年
月
も
、
供
養

の
名
も
、
施
主
の
名
も
彫
ら
れ
て
い
な
い
こ
れ

ら
の
石
仏

・
石
塔
は
、
名
も
な
い
多
く

の
庶
民

の
死
者

へ
の
愛

着
と
追
善
供
養
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

ら
は
幾
星
霜
の
う
ち
に
土
に
埋
れ
、
傷

つ
き
、
あ
る
い
は
草
木

に
か
く
れ
野
ざ
ら
し
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
明
治

三
十
六

・
七

年
頃
通
幽
上
人
に
よ

っ
て
化
野
の
山
野
に
放
置
さ
れ
て
い
た
こ

れ
ら
の
石
仏

・
石
塔
を

一
ケ
所
に
ま
と
め
供
養
さ
れ
た
の
が
今

目
の
念
仏
寺

「
西
院
の
河
原
」
と
よ
ば

れ
る
石
仏
群
で
あ
る
。

境
内
に
あ
る
石
仏
約
八
千
体
、
正
し
く
無
縁
仏
の
浄
土
と
で
も

い
え
よ
う
。

化
野
念
仏
寺
の
成
立
が
、
弘
法
大
師

の
こ
の
葬
場
の
死
者
供

養
し
た
如
来
寺
に
は
じ
ま
る
と
い
い
、

ま
た
法
然
上
人
が
念
仏
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化野念仏寺 「西院の河原」

 

道
場
を
開
い
て
か
ら
念
仏
寺
と
な

っ
た
と
伝
え
て
い
る
が
、
し

か
し
正
徳
二

(
一
七

=

一)
年
寂
道
上
人
に
よ

っ
て
再
建
さ
れ

た
頃
が
、
念
仏
寺
の
成
立
と
み
ら
れ
、
そ
れ
は
正
し
く
化
野
無

常
所
の
三
昧
寺
と
し
て
再
出
発
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

盂
蘭
盆
会
を
間
近
に
ひ
か
え
た
或
る
夕
方
、
若
い
人
び
と
が

談
笑
し
な
が
ら
参
道
の
石
段
を
下

っ
て
い
く
の
と
す
れ
ち
が

っ

た
。
彼
等
は
い
ま
見
て
き
た
で
あ
ろ
う
石
仏
が
身
を
寄
せ
あ

っ

て
い
る

「
西
院
の
河
原
」
に
、
あ
る
い
は

一
体

一
体
の
石
仏
に

何
を
感
じ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ふ
り
返
り
、
後
姿
を
み
な
が
ら
何

か
空
し
い
思
い
が
し
て
な
ら
な
か

っ
た
。

(な
り
た

し
ゅ
ん
じ

文
学
部
教
授
)

OO

雛

芥

子

山

田

勇

軽
や
か
な
単
純
な
形
の
う
す
い
花
び
ら
を
、
ひ
ら
ひ

ら
と
風
に
ゆ
る
が
せ
て
い
る
姿
、

細
い
長
い
茎

の
上
に

の
り
な
が
ら
。
そ
の
茎
に
は
、
や
わ
ら
か
い
毛
を
生
や

し
て
い
る
の
も
単
純
な
茎
だ
け
に
、
視
覚
の
上
か
ら
も

よ
い
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
心
地
よ
い
眺
め
で
あ
る
。

花
壇
に
群
生
し
て
い
る
集
団
の
美
し
さ
は
何
に
も
増

し
て
高
貴
で
あ
り
馬
又
庶
民
的
な
野
性
美
の

一
瞬
も
感

じ
ら
れ
る
。

(や
ま
だ

い
さ
む

文
学
部
専
任
講
師
)
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